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『正確に理解し

主体的に読む

児童の育成』

～ICTを活用した文学的文章の学習を通して～



本校の児童の実態

3

⚫語彙力の個人差が大きい

⚫「国語」に苦手意識がある

⚫読書力の個人差が大きい

⚫叙述をもとに読み取ることが

苦手



研究主題

『正確に理解し
主体的に読む

児童の育成』

～ICTを活用した文学的文章の学習を通して～



「正確に理解する」とは…

『正確に理解し主体的に読む児童の育成』について

⚫正しい言葉の意味が分かる

⚫根拠を明確にし、内容や文脈

を捉える



「主体的に読む」とは…

『正確に理解し主体的に読む児童の育成』について

⚫読んで自分の考えをもつ

⚫目的をもって読む

⚫その後の読書に活かそうとする



研究仮説

① 語句の意味、根拠をもって読む方法
を指導し、

②読みの目的がはっきりした授業を展開し、

③ 読書環境を充実させれば、

正確に理解し主体的に読む児童の育成
がなされるであろう。



読書環境の充実

手立てとしてのICTの活用

研究の視点 （手立ての全体図）

読みの目的が分かる授業

根拠をもって
読む方法の指導

語彙の指導

正確に理解し主体的に読む児童の育成



読書環境の充実

手だて① 語彙の指導

読みの目的が分かる授業

根拠をもって
読む方法の指導語彙の指導

手立てとしてのICTの活用



⚫ ２年生から

①－１ 辞書引き指導

手だて① 語彙の指導

たくさんの
付箋

⚫学年ごとに別の色の付箋を貼る



⚫ クイズ・穴埋めなど 様々な形式

①－２ 言葉ノート作りの指導

⚫ 調べた語句、分かった語句を書きためる

⚫ 辞書を写す→ 例文作りへ

手だて① 語彙の指導



①－３ 語彙プリントの活用

手だて① 語彙の指導

単元ごとに
語彙を確認できる



①－４語彙を広げる活動

⚫ 語句イズ

手だて① 語彙の指導

⚫ 言葉のイメージマップ
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人なつっ
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⚫ 言葉あつめ 楽しみながら
語彙を増やす



読書環境の充実

読みの目的が分かる授業

語彙の指導
根拠をもって

読む方法の指導

手だて② 根拠をもって読む方法の指導

手立てとしてのICTの活用



野球

手だて② 根拠をもって読む方法の指導

→ いきなり試合はさせない。

●投げ方 ●捕り方 ●打ち方

国語 → いきなり試合をさせている？
『人物の気持ちを想像しましょう』

読み方の指導



⚫ 登場人物ごとに色を変えて引く

②－１サイドライン

手だて② 根拠をもって読む方法の指導

⚫ 「行動」「様子」「気持ち」「情景」等、

に色を分けて引く

↑

なぜ、サイドラインを引くといいのかも指導



②－２ 気持ちチャート図

手だて② 根拠をもって読む方法の指導
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小さな言葉の変化から
想像するようになった

行
動



②－３ Xチャート

手だて② 根拠をもって読む方法の指導

白いぼうし山ねこ、おことわり

中心人物 対人物

キーアイテム

場所

中心人物対人物

キーアイテム

場所

自分の考え

共通点
相違点

共通点・相違点

全体像
が捉え
やすい

対比
しやすい



②－４ 人物相関図

手だて② 根拠をもって読む方法の指導

人物の関係
性の変化に
気付く

作者の意図
に気付く



読書環境の充実

読みの目的が分かる授業

根拠をもって
読む方法の指導語彙の指導

手立てとしてのICTの活用

手だて③ 読みの目的が分かる授業



いつまで
続くの？

手だて③ 読みの目的が分かる授業

『なぜ読まなくてはいけないの？』をなくすために

なぜ読むのか、目的が分かる授業

何のために
何度も読む
の？



手だて③ 読みの目的が分かる授業

設定した言語活動のために読む

つけたい力のために読む

自分の考えを形成するために読む

『なぜ読まなくてはいけないの？』をなくすために

スイミー
心の絵本
を書くよ

スイミーの
気持ちを想像でき
るようにするよ

自分はどう思う
か考えるよ見通しと目的をもって意欲的に読めた



読書環境の充実

手だて④ ICTの活用

読みの目的が分かる授業

語彙の指導
根拠をもって

読む方法の指導

手立てとしてのICTの活用



手だて④ ICTの活用

ICTを用いた方が

効果的な場面とは？



手だて④ ICTの活用

④－１ 叙述の追体験 動画提示

たった一本

視覚的に確認することが
心情理解につながる



手だて④ ICTの活用

④－２ 記録と比較 動画撮影

自分自身
の変化が
見える



手だて④ ICTの活用

④－３ 考えの交流 Teams

短時間で複数のノートを
自分のペースで読める



手だて④ ICTの活用

④ー４ 作業の効率化 Jamboard

時間の
節約

並べ替え
が容易



手だて④ ICTの活用

④－５ 意見の集約・提示

Forms アンケート機能

瞬時に
意見を集約



手だて④ ICTの活用

④－５ 意見の集約・提示

Forms テキストマイニング

キーワード
が可視化 全体で共有



手だて④ ICTの活用

児童の
記録も確実

④－５意見の集約・提示

一人一人の
回答も

確認できる

Forms 個別の回答結果



読書環境の充実

手だて⑤ 読書環境の充実

読みの目的がわかる授業

語彙の指導
根拠をもって

読む方法の指導

手立てとしてのICTの活用



⑤－１ 図書ボランティア・教員・
図書委員の児童による読み聞かせ

手だて⑤ 読書環境の充実

毎回、本の世界に親しむことができた



手だて⑤ 読書環境の充実

⑤－２ 瑞穂一小おすすめ本リストの
作成・配布

リストを手にしながら選書を行う児童もいた



手だて⑤ 読書環境の充実

⑤－３ 読書貯金カードの作成

達成感に
つながる



手だて⑤ 読書環境の充実

⑤ー４ 各教室に「教科書にでてくる本」
を配架

学習内容の
広がり



手だて⑤ 読書環境の充実

⑤－５ 読書活動に関するワークシートを
読書ファイルに保存

会場に見本が置いてあります



研究のまとめ



実践を通して見えてきた、授業づくりのポイント

⚫丁寧な語彙指導

⚫あらすじをつかませる

① 第一次の充実

内容理解が深まる
意味のある学習課題につながる



実践を通して見えてきた、授業づくりのポイント

⚫書きやすさや、スペースの

確認等をする

② ワークシートへの手書きの書き込み

深い教材理解・評価につながる



実践を通して見えてきた、授業づくりのポイント

⚫教師の範読から始める

③ 教師の範読・児童の音読を大切に

音読により、作品と正対する

⚫様々な音読活動を取り入れ、

音読の機会を増やす



実践を通して見えてきた、授業づくりのポイント

⚫単元全体が見通せるもの

④ 単元名の工夫

⚫「楽しそう」と思えるもの

読んでみたいという意欲付け



実践を通して見えてきた、授業づくりのポイント

⚫一単位時間の最後は「まとめ」

⑤ まとめとふりかえり

⚫単元の終末は「ふりかえり」

「他でも使ってみたい」と
振り返る児童がでてきた



実践を通して見えてきた、授業づくりのポイント

⑥ 不安をなくすための対話

自分の考えが再考できる

⚫全体で発表する前に、

ペア・少人数で対話する

自信をもって発表できる



研究の成果

⚫丁寧な語彙指導により、語彙の

力が伸びた



研究の成果

71%
78%

86% 90%

R4 2月 R4 8月 R4 2月 R4 8月

3年生 4年生

全体 正答率

3年生 4年生

日本語能力試験を活用した語彙調査



研究の成果

⚫丁寧な語彙指導により、語彙の

力が伸びた

⚫読みの目的の明示が、読む
意欲につながった



アンケート調査の結果

国語は好きですか



アンケート調査の結果

目的をもって本を読んでいますか



研究の成果

⚫丁寧な語彙指導により、語彙の

力が伸びた

⚫読みの目的の明示が、読む
意欲につながった

⚫習った読み方を他でも活かそう
と考える児童が増えてきた



研究の成果

⚫読書環境を整えたことにより、
読書に向かう児童が増えた

⚫ICTの活用を、様々な場面で
設定することができた



研究の課題

⚫ 自分の考えをもてない児童
に対する手だてが必要

⚫ 考えを「深める」ための指導
が必要



研究の課題

⚫ ICTのより効果的な活用を
考えていく

⚫ 文脈の中の語彙指導をして
いく

⚫ 読み取った内容の適切な
表現のための指導をしていく



ご清聴いただき
ありがとうございました

瑞穂第一小学校


